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Test method using cone calorimeter measuring heat release rate and  

smoke production rate for building materials 

 
序文 

この規格は，2015 年に第 1 版として発行された ISO 5660-1 及び 2019 年に発行された Amendment 1 を基

に，技術的内容及び構成を変更することなく作成した日本産業規格である。ただし，追補（amendment）に

ついては，編集し，一体とした。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

1 適用範囲 

この規格は，点火装置が備わっており制御されたレベルの放射照度で水平な設置面を暴露する試験体の

発熱速度及び煙生成速度を評価する方法について規定する。発熱速度は，燃焼生成物の流量及び酸素濃度

から得られる酸素消費量を測定することによって求める。この試験では，着火（持続有炎燃焼）までの時

間も測定する。 

煙生成速度は，燃焼生成物の流れによるレーザ光線の減衰を測定することによって計算する。試験体が

有炎燃焼を生じるかどうかにかかわらず，煙による減光を全試験期間にわたって記録する。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 5660-1:2015，Reaction-to-fire tests－Heat release, smoke production and mass loss rate－Part 1: Heat 

release rate (cone calorimeter method) and smoke production rate (dynamic measurement) ＋

Amendment 1:2019（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”こと

を示す。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

ISO 554，Standard atmospheres for conditioning and/or testing－Specifications 

注記 この国際規格に対応する JIS Z 8703（試験場所の標準状態）とは技術的差異があるため，国

際規格を引用した。 

ISO 13943，Fire safety－Vocabulary 


